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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月18日(2017.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　本発明に係るティシュペーパーにおいては、この縦横比とする、換言すればパルプの繊
維配向性をやや縦方向に向けるように調整することで、より一層、使用時における強度、
特に縦方向とにおける紙力のバランスに優れ、使用時に破れがたいものとなるとともに、
柔らかさと滑らかさも向上する。この縦横比の範囲において、柔らかさ、滑らかさが発現
するメカニズムは、ティシュペーパーが微細なクレープを有するという特質に関係する。
つまり、ティシュペーパーは、ＭＤ方向に沿って山谷が連続するクレープを有するためＭ
Ｄ方向に伸び易く、破れにくいとともに、その山谷に沿う方向、換言すればＣＤ方向に沿
って折れ曲がりやすくなっている。その一方で、ＣＤ方向はクレープの山谷のエッジが位
置するため伸び難く破れやすいとともに、ＭＤ方向に沿って折れ曲がりにくい。本願発明
に係るティシュペーパーに係る縦横比を達成する繊維配向性、すなわちパルプ繊維がやや
縦方向に向かうように調整されている場合には、ティシュペーパーがＣＤ方向に折れ曲が
り易くなっているとともに、エッジがＣＤ方向に向かう繊維が少なくなっているため、全
体として十分な紙力を発現しつつも柔らかさと滑らかさが向上するのである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　表１の結果によれば、本発明に係る柔軟剤化合物、湿潤紙力剤、乾燥紙力剤を用い、さ
らに本発明に係る要件を満たす実施例１～３については、引張強度、ＭＭＤ、ソフトネス
ともに本発明の範囲内となっており、柔らかさだけでなく、滑らかさ及び強度についても
十分に発現し高いものとなっている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
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　ここで、表１において注目すべきは、比較例の結果である。まず、比較例１は、柔軟剤
化合物として脂肪酸エステル系化合物のみを用いたものであるが、この場合、滑らかさの
指標であるＭＭＤは、本発明に係る６．８以下を達成できているが、柔らかさの指標であ
るソフトネスが１．０以下を達成できていない。一般には、脂肪酸アミド化合物は、コー
ティング作用によって滑らかさを高める効果を有するとされるが、比較例１では、脂肪酸
アミド系化合物が配合されていないにも関わらず、滑らかさについては十分であるものの
ソフトネスについては不十分との結果となった。つまり、柔軟剤化合物として、脂肪酸エ
ステル系化合物を増量しただけでは、柔らかさが十分に発現せず、脂肪酸アミド化合物と
ともに本発明の範囲で用いることで柔らかさが発現する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　保湿剤が塗布されていない２プライのティシュペーパーであって、
　１プライあたりの坪量が１１．０～１３．０ｇ／ｍ2であり、
　２プライの紙厚が１２０～１４０μｍであり、
　柔軟剤化合物として、脂肪酸エステル系化合物と脂肪酸アミド系化合物とを含み、
　湿潤紙力剤として、ポリアミドエピクロロヒドリンを含み、乾燥紙力剤として、ポリア
クリルアミド及びカチオンデンプンの少なくとも一方を含み、
　前記脂肪酸エステル系化合物の含有量が、パルプ繊維１００質量部に対して０．０１～
０．３０質量部であり、前記脂肪酸アミド系化合物の含有量が、パルプ繊維１００質量部
に対して０．０１～０．２０質量部であり、前記湿潤紙力剤の含有量がパルプ繊維１００
質量部に対して０．１～１．０質量部であり、前記乾燥紙力剤の含有量がパルプ繊維１０
０質量部に対して０．０１～０．２０質量部であり、
　ＭＭＤが６．８以下であり、ソフトネス１．０以下である、ことを特徴とするティシュ
ペーパー。
【請求項２】
　前記湿潤紙力剤及び前記乾燥紙力剤の合計含有量に対する前記柔軟剤化合物の合計含有
量の比が０．３０以下である、請求項１記載のティシュペーパー。
【請求項３】
　前記脂肪酸アミド系化合物及び前記ポリアミドエピクロロヒドリン、前記ポリアクリル
アミドの合計含有量に対する前記脂肪酸エステル系化合物の含有量の比が０．２０以下で
あることを特徴とする請求項１又は２記載のティシュペーパー。
【請求項４】
　保湿剤が塗布されていない２プライのティシュペーパーであって、
　１プライあたりの坪量が１１．０～１３．０ｇ／ｍ2であり、
　２プライの紙厚が１２０～１４０μｍであり、
　柔軟剤化合物として、脂肪酸エステル系化合物と脂肪酸アミド系化合物とを含み、
　湿潤紙力剤として、ポリアミドエピクロロヒドリンを含み、乾燥紙力剤として、ポリア
クリルアミド及びカチオンデンプンの少なくとも一方を含み、
　前記湿潤紙力剤及び前記乾燥紙力剤の合計含有量に対する前記柔軟剤化合物の合計含有
量の比が０．３０以下であり、
　ＭＭＤが６．８以下であり、ソフトネス１．０以下である、ことを特徴とするティシュ
ペーパー。
【請求項５】
　前記脂肪酸アミド系化合物及び前記ポリアミドエピクロロヒドリン、前記ポリアクリル
アミドの合計含有量に対する前記脂肪酸エステル系化合物の含有量の比が０．２０以下で
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あることを特徴とする請求項４記載のティシュペーパー。
【請求項６】
　保湿剤が塗布されていない２プライのティシュペーパーであって、
　１プライあたりの坪量が１１．０～１３．０ｇ／ｍ2であり、
　２プライの紙厚が１２０～１４０μｍであり、
　柔軟剤化合物として、脂肪酸エステル系化合物と脂肪酸アミド系化合物とを含み、
　湿潤紙力剤として、ポリアミドエピクロロヒドリンを含み、乾燥紙力剤として、ポリア
クリルアミド及びカチオンデンプンの少なくとも一方を含み、
　前記脂肪酸アミド系化合物及び前記ポリアミドエピクロロヒドリン、前記ポリアクリル
アミドの合計含有量に対する前記脂肪酸エステル系化合物の含有量の比が０．２０以下で
あり、ＭＭＤが６．８以下であり、ソフトネス１．０以下である、ことを特徴とするティ
シュペーパー。
【請求項７】
　２プライでのＭＤ方向の乾燥引張強度（Ｔ）が２４０～３２０ｃＮ／２５ｍｍであり、
２プライでのＣＤ方向の乾燥引張強度（Ｙ）が９０～１４０ｃＮ／２５ｍｍであり、前記
乾燥引張強度（Ｔ）と乾燥引張強度（Ｙ）の比（（Ｔ）／（Ｙ））が１．７～３．０であ
り、２プライでのＣＤ方向の湿潤引張強度３８ｃＮ／２５ｍｍ以上であり、伸びが１１％
以上である、請求項１～６の何れか１項に記載のティシュペーパー。
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